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伊　奈　重　誠

1．　自由間接話法とは

　現在フラソス語には三通りの話法がある、その一つほ直※二法であり，話

者の言葉をそのまま写すもので例えば，

　　Il　llゴa　dit：！｛on　Pさre　partira　dennain．

　　Il　se　disait：Je　suis　heureux，　je　r6ussirai．

がこれに当たる、

　他の一つは間接話法であって，これは述者が中に介入し，この述方を通じ

て話した人物の；藻を記述するものである、

　　11m’a　dit　que　son　pさre　pa1寸irait　le　Iendelnain・

　　Il　se　disait　qu’ilξtait　heureux　et　qu’il　r6しlssirait．

前者は全くの話し言葉であり，後者はig：き言葉となっている、

　第三の自由間接話法とは両者の中間的存在でU｝き言・葉ではあるが，川按活

法の主節il　dit　que等の導入句を省略して文章を簡潔にし，独立節の形を

与え間接話法と同じ人称，法，時制を川いたものである．本質的には間接話

法ではあるが，述者の姿は表面的には消滅し読者をして直接1乍中人物ジ）内的

世界には入り込ませる効果を持っている，表面的にと言ったのは依然述汚の

意識を通じてこれが述べられているからである．

　その一例を挙げて見よう、以下下線を施した部分が自lil間接話法である、

　1．　Jean　couchait　avec　cadet，　tout　preコs　de　la　lnεnag÷re；la　pauvre
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vieille　se丘t　dresser　un　Iit　de　Ieur　chambre．　LeS－magnans　pig止lv△nt

avoir　besoili　d’elle　dans　la　nuit

　　2．　Ne　sachant　pas　sa　legon，　Pierre　invente　une　excuse：sa　mさre　est

Ina＿lader．il．fa㊤la　soign壁，．・－il　apportera　ull　mot　sign6　d’elle．

2．この話法は何時から使用されてきたか

　　古くは少数この形を兄せるものもあるが，果たしてこれが白由間接話法で

あるかどうか膠ぴであって16且紀，17世紀においてもLa　Fontaineを除け

ば極めて少ないと∴えろ一今ここに捕らぬ狸の皮算lilを内容とする《熊と二

人の仲間》を例として’yl／げて見る、

　　　　　　　L’Oul’s　et　les　dellx　compagnons

　　　Deux　compagnons　press6s　d’argent

　　　Aleur　voisill　foui’reur　vendirent

　　　La　peau　d’un　ours　encore　vivant，

　　　Mais　qu’ilsれ1eraient　bient6t，　du　moins　il　ce　clu’i｜s　di1’ellt．

　　　C’6tait　le　roi　des　ours　au　compte　de　ces　gens．

　　　Le　marchand　a　sa　peau　devait　faire　fortune

　　　Ell竺gartmtiraiしdes　f　roi　ds－les　plus－cuisants．

　　La　Fontaineにはこの種の：表現が割合多く見られThibaudetによればそ

の寓話集には15から20位かぞえられるとのことである、

　　18世紀ではDiderotやMarmontel，　Marivauxの作品に現われ，特に

Marivauxの《la　vie　de　Marianne》の第一・人称の小説に多いとされてい

る．、その息子と母について絞述されている部分の一例を挙げると，次のよう

なものがある、

　　Il　voulut　rengager　a　retourner；il　lle　voyait，　disait－il，　dans　sa　sor・tie，

que　I’effet　d’une　mauvaise　humeur　qlli　Iゴavait　poillt　de　fondement．．．．．．；
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v・ulait－elle　passer　P．・ur　l4．－fem；pe．du・m・1・亜e　l旦p！uS．ξpineylse……et

avCc　qUi．il－6tait　iInpossi｝）le－de　vivre？

ここでは2人称が3人称に移されている、　またVictor　HugoやVigny・

Nodierは感情を表現する場合この形式を模している，

　Victor　Hugo区Notre－Dame　de　Parisでは第1称を使い読者を過去の

状景中に誘導してゆくが，時には叙述者のFi’葉か作中人物の言葉か暖昧なと

ころもある，次の例では最後の二つの．動詞はla　EsIrneralda以外のものとは

考えられない，t

　　EIIe　poussa　un　cri．．＿．de　joie．＿．．elle　venait　de　l’apercev〔）ir，　lui・s　01／

ami，　son　seigneur．．．＿！Le　juge　avatt　menti！．・…・C’6tait♪ien　Iui・…・・

　　G．SandやM（1’im6，　Standhal，　Balzac，　Dumas　Pe－，　reはこc．）i’1川間接、．1［ξ

法を，考えを再現する場合のみでなく，1－；’葉の再現にも使川している、

　　次の例はM6rim6のColombaの序．文「liにあるもので、特に．！一一＝の部分

はこれを第1人称におき換えることは不可能であろ、

　　En　vain　il　parla　de　la　sauvagerie　du　pays　et　de　la　diff：icult6　poul’une

fem　m．e　d’y　voyager：e！le　pe　craignait　lien；．．elle－aimait　psar・dgssus．　tout

il　voyager；ll　cheval；elle　Se＿　faisait．．une　fε壁　dC．　cou．｛≡hCr一ε～旦・bi竺oua⊆

Elle　nl　ell　agait　d’al｜er　en　Asie　Mmeu］℃．　Bref，　elle　avi｝it　r6｜）onse　il　tou｛．

　　Flaubei’tにくると状況は一変する．　この使用が頻繁となるのである・　し

たがってこの自由間接話法なるものはMadame　Bovalyの構想がまとまっ

たIS50年から実際に使用され出したと口ってもよい，

　　La　Fontaine以降のm例はすべて書き二葉であって会話体には属してい

な、・が，使用される時制が現在に限られ．文語体1こ特右である半過去を使川し

てい．ない場合の．ア．に，　話し言葉としての自山間接話法もイfl在一i”る・Thiba・

udetはその；；：Gustave　Flaubertにその例を挙げている・

　　休畷を願い出ノこ兵隊のことを話しすると仮定し，これに次のように附け加



282　　フランス語における自由間接話法

えたとすると，

　　　　Sa　soeur　fait　sa　premiさre　c《）mMUIIiOll

これを普通の調子で話すと一一つの説明になるが，語調を変えろと

　Ce　soldat　a　donne　con〕lne　pr6texe　sans　doute　fixtif：1；ia　旦～）弓」1r　f．ait

sa　prelnlere　COlll1］IUM（）ll・

ば

　II　a　dit　que　sa　soeur　fait　sa　premiこre　commtlnio11の意味になる．

Th｛baudetぱこの自由間接話法ほrll‘し言葉にその根源を有していると見てお

り，それが一つの文法形式となる前にひとつの抑揚として存在すると述べて

いる、前掲の文も抑揚を変えただけで直接話法の文体ともなるし，自曲間接

后法の文体にもなるのであるが，話し言葉の自由問接話法は弼目！の形にだけ

含まれているものであって，次のような複合の形として現わされることぱな

い、複合の形をとればtこれはもう文語体なのである。

　Dumanet　alla　au　bureau　se　faire　inscrire　pou　1’une　per］nissi（m：sa

soeur　faisait　sa　prelnibre　coMMUIIiOll．

　La　Fontaineの寓話にある

　　　　Si　quelque　chat　faisait　du　bruit

　　　　Le　chat．prellait｜’a1’gen主

において靴直しが物音がする度にお金を取られるのではないかと心配してお

金の隠してある穴倉にかけ込むと，隣の男は単独の直｝2ξ話法で

　　　　Le　chat　lui　prellElit　de　l’argen亡

と言っても，靴直しが死んだ後で1て前掲のようには決して1；い二しない、こ

う，1；・いているのはLa　Fontaineなのである。ただ自由間接話法は話し∴茉

がその根源だと言っても，その，i’Zt，’，，，，ti．一そのままを書くのではなく，その言葉の

本体をつかんで作者がこれを苫くのである。　Thibaudetはこれについて，

複合の自由間接話法文体は，これが単独で使われている場合以上に，作家そ

のものを示しており，一つの俗語に端を発した表現法を使用し，しかも話し
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言葉のなかにある話されない言葉に通ずる動きをつかみながら，話し言葉の

印象を与えるのはLa　FontaineとかLa　BruyereとかFlaubertといった

芸術に徹しきった人々のみに可能なものであるとしている．

　　またMarcel　Cohenは話し言葉の自由間接話法に関し・｛「／ll外として・は

っきりした質問ともなり得るし，または疑問の一種の立S　1・liともなり得る導入

部がある場合に限って，現在形を川いないこともあるのではないかと次の例

を挙げている一

　　半過去

　　a．

　　Quelle　a　6t6　sa　r6action？－ll　a　tap6　du　pied：il　Ile　voulait　pas　vemr

et　il　ne　viendh’a｛t　pag．　．

　　b．

　　Voici　ce　que　j’ai　cru　connprendre：il　6tait　ex6d6　et　refしlsait　tout．

　　現在，複合過去，未来

　　Quelle　raison　donne・t－il？－ll　Iゴaime　pas　ga，　il　ne　l’a　jamais　fait　et

il　lle　le　fera　jalllals．

　　デミ）｝ミ，　而∫フ1ミヌξ　（仮’定〔白㌔）

J。1・e。te。d・d’i・i・il　se・a　nial・d・，　il　・ura　da・He・che・1・　m6deci・・

　　条件法

　　Qu’est．ce　qしゴil　n’inventera　pas？Sa　bicyclette　serait　cass6e・il「aurait

port6e　Chez　le　rξparateul’・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　　　　　　　　　　　ロ　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　コ
　　Je　ferais　un　1’Cve：lnOll　pこ1’e　seralt　arrrve，110US　11“1011s　lloUs　Prol〕1en－

er　enemble．

　　また話し言葉が艮源であるということにf・1’いてMarcel　Cohenは次の面

白い例も挙げている、

　　Est．ce　qu’il　etait　sage，　le　petit　gargoll・？はEs－tu　sage？と同じ意1朱で

あるし，Comme　il　6tait　sage，　le　petit　gargon！Tu　es　vl’aimellt　sage！
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であり，またEst－ce　qu’i16tait　coIItellt，1e　petit　ga1’goll　？Es・t、u　coIltellt　？

の意味である、

これら二現在形の代りに半過去を川いて特に愛くるしさを出している一

　　だが，　’，！1き言葉では常に半過去のみが使用されているのかとlll’うと必ずし

もそうではなく，他の時制をも混えた例が少なくない、以下はHem’i　Bon－

ardの文法からMarcel　Cohenがとり出したものである、

　Ne　sachant　pas　sa　leCon，　Pierre　invente　une　excしlse：sa　mさre　est

n！．qlade，　i1旦．　d血一1a旦gigner，　il　anporte．C4．　ul〕－rnot－Sigl1亘．　d’eUe．

過去としていうならば，

　Pierre　illvellta　ulle　excuse：sa　m全re　6tal皇・．rPaladl9，　il．旦vait・dO＿la　sf．）igl

旦er，．il　apPorterait－un　n工9t一亘9些6　d’elle

となってくるn

　　この話法の起原をProustはFlaubertにありと見ているが，　Thibau（1ct

はLa　Fontaineにあるとしながらも，　果たしてLa　F（．）ntaineだけて．あろ

うか，問題は今後に残されていると考えている、

3．FlaubertとCamusの1’Mll川接話法について

　　次の文はMadame　Bovaryの一節であるが’卜過去と自［II間接話法の使用

が極めて多いのに気がつく。しかもFlaubertぱ単純過去の使用を特に．避け

るように気をつけてはいなかったのである．

　Il　Iui　fallait　soll　ch（）colat　tous　les　nnatills，　des　6gards　a　n’en　plus

finir．　Elle　se　plaignait　sans　cesse　de　ses　nerfs，　de　sa　p（．）itrine，　de　ses

humeurs．　Le　bruit　des　pas　lui　faisait　mal；on　s’en　allait，　la　solitude

Iui　devenait　odieuse；revenait－on　pre・s　d’elle，　c’6taiLP（）し旦la．　yQLr．－Ploし！Yir！

§EanS．d！Ute：Le　soil’，　quand　Charles　rentrait，　elle　sortait　de　dessous

ses　draps　ses　longs　bras　maigres，　les　lui　passait　autour　du　cou，　et，
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rayallt　fait　assesoir　au　bord　du　lit，　se　Inettait　211ui　parler　de　ses　cha－

gl－ills；il　1．loubllait，　il旦　ain口it　ul旦｝au堕e！On　lui　avait　bien　dit　qu’elle

serait　malheureuse；et　elle　finissait　ell　lui　dennandant　quelque　sirop

P〈）ur　sa　santC“　et　un　peu　plus　d’am（．）ur・

　　ここで次いでながらFlaubertが半過去をf，IJ．故頻繁に使川したかを説明し

て見よう、それには作家の意識している．芸術的理由があったからで，Flau－

bertは作家がその美しい叙述によって描き出すその場所に読者を誘ってゆ

くロマンチ・ソクなやり方を妊まず，また登場人物の一連の行為を作家の筆に

よって読者に示そうとはせずに，登場人物が自らその生活や考えやあるいは

その希望を述べるようにしたいと考えたのである。ThibaudetはFlaubert

自身の言葉を使用してこの新しい方法をよく説明していろ、：1写実主義は一

連の状景によって小説のこの形を一一部おき換えることから成り立つ」と。

　　Flaubertは恰も色彩を駆使する画家のように動詞を駆使して描いてゆく

のである、時制の中断または不統一といった現象は他のどの作家よりも

Flaubertに多く，形容詞によらず，動詞を巧妙に使って常に．美しい効果も

しくは絵画的な効果を挙げている．自由間接話法はこのところから生まれて

きた。Flaubertを師としたMaupassantにもこの話法は多く川いられてい

る、

　　　Maしlpassant　cつf列

　　Il　fa11ait　qu’elle　toussitt．　Alors　il　aurait　piti6　d’elle，　sans　doute．－Eh

bien！elle　tousserait；il　l’elltelldrait．t～口ssCr；il　fC」1drait三とppele1：Ie　mξde．二

cin；il　verrait　cela，　Soll　mari，　i1．．yerralt！（la　P　1’emi　ei　1’e　neige）

　　またこの話法の人称は第3人称のみでなく第1人称の場合もある，

　　　Andr6　Gideの例

　　J’avanSais　incertain；　entrer｛斗］i旦・je？．－gu　l／e－repa］rilralS－je　plutot　salls

raVOir　VUe，．SanS　εiV旦ir．Cl｝erCl｝6－a　le｝－ygir・

　　　　Camusの場合
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　　i’Etrangerにこの話法は特に多く使用されている。以下の例文で見られ

るように，大文字で始まっており，主語は必ず人間であって物でないことが

特徴であり，ほとんど第3人称を使っていることもその大きな特徴であると

古賀照．一氏はその研ラタビで述べている、

1．　Raymond　m’a　tout　de　suite　d6clar6　qu’il　1’invitait　aussi．　La　femme

　　de　son　alni　serait　trさs　contepte　de　ne　pas　etre　seule　au　milieu　d’un

　　groupe　d’110mnle．

2・　AP4ris・．Oll　reste．旦vec　le亘ort．・tr（、is，　qしlq！re．j1些rs．　qUelquefoiS？．Ici

　　oll－pla　Pas．le　t〔江nPS，　on．旦e．s’竺st．－paきミ．．．垣it．a　I’id6e　que　d6ja　il　faut

　　collrir　derr｛｝re　le　corbillard．

3．Il　itUl一Φpnait－juste＿　de・qUOi－vWre．　Il　payait　lui－m6me　le　Ioyer　de

　　sa　cha｝nbr〔1．et　il　lui〈lopl1旦辻．Vingt　francs　par　jour　pour　la　nourriture。

4．　Le　directeur　a　regard6　alors　le　bout　de　ses　souliers　et　il　a　dit　que

　　je　11’avais　pas　voulu　voir　maman，　je　n’avais　pas　pleur6　une　seule

　　fois　et　j’6tais　parti　aussitδt　apr÷s　l’elltel・rement　sans　me　recueillir

　　sur　sa　tombe・Uqe　chose　gnCore－1’avait－sUrpllis：un　employ6　des　pc）m－

　　pe．s　fun≧1〕｝Le．S　lui　avait　dit．　Clue　je　ne．savailミ．p＿4s．1’2ige　de　maman．

　　　（こ．この白由間接話法は養老院長0）述べた言葉の内容なのである）

　　次の1η文は最後に神父に向かってMeursaultが叫びたてるところである

が，これ二Camusとしてぱ例外的であって，話し手であるMeursaultを

も対象i陥している、すなわちMeursaultを第3人称化しようとする明らか

な意：：4のもとに行なわれているので，作中の世界を読者の前に浮き彫りにし

て見せようとする考’えによるものであろう一

　　Il　avait　rair　si　certain，1ゴest・ce　pas？　Pourtant，　aucしlne　de　ses　ccr．

titudes　ne　valait　ull　cheveu　de　feninie．　Il　n’6tait　nn　cA　in　e　pas　sOr　d’Citre

ell　vie　pUisCIU’il　vivait　comme　ull　mort．　Moi，　j’avais　l’air　d’avoir　les

nlains　vides．　Mais　j’6ta三s　stir　de　moi，　sじ1r　de　tout，　plus　stu－que　lui，　s〔lr
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de　ma　vie　et　de　cette　mort　qui　allait　vellir．　Oui，　je　n’avais　que　cela．

Mais　du　moins，　je　tenais　cette　v6rit6　autant　qu’elle　me　tenait．　J’avais

en　raison，　j’avais　encore　raison，　j’avais　toujours　raison．　J’avais　v6cu

de　telle　chose　alors　que　j’avais　fait　cette　autre．　Et　aprさs　P　C’6tait　comme

si　j’avais　attendu　pendant　tout　le　telnps　cette　Inillute　et　cette　petite

aube　oU　je　serais　justifi6．　Rien，　rien　n’avait　d’importance　et　je　savais

bien　pourquoi．　Lui　aussi　savait　pourquoi．　Du　fond　de　mon　avenir，

pendant　toute　cette　vie　absurde　qしle　j’avais　men6e，　un　soufne　obscure

remontait　vers　moi　a　travers　des　ann6es　qui　n’6taient　pas　encore　ven－

ues　et　ce　souMe　6galisait　sur　son　passage　tout　ce　qu’on　me　proposait

alors　dans　les　ann6es　pas　p｜us　r6elles　que　je　vivais．　Que　m’importaient

la　mort　des　autres，　ralnour　d’une！n　e）　re，　que　m’importaient　son　dieu，

les　vies　qu’on　choisit，　les　destins　qu’on　61it，　puisqu’un　seul　destin　devait

m’61ire　moi－mεme　et　avec　Inoi　des　milliards　de　privil6gi6s　qui　comme

lui，　se　disaient　mes　frさres．　Coniprenait・il，　comprenait－il　donc？Tout　le

monde　6tait　priviiξgi6．　Il　n’y　avait　que　des　privi16gi6s．　Les　autres　aussi，

on　les　condamnerait　un　jour．　Lui　aussi，　on　le　condamenerait．　Qu’im－

portait　si　accus6　de　lneu1’tre，　il　6tait　ex6cut6　pour　1ゴavoi1’pas　pleu1・6

A　Penterrement　de　sa　mere？Le　chien　de　Salamano　valait　autant　que

sa　femme．．．．．．．

4．糸占 論

　　自由問接話法はも．ともとけき言葉の一つの可能性を示すものではあったが，

1850年以前には余り使川されることなくFlaubertの時代に至った。　Flau・

bertはこれを盛んに使い，　ZolaまたFlaubert以上にこの方法を愛用し，

以後は一つの恒久的．手段となりDaudet，　Maupassantその他の作家にも多
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く見られるようになった．かくて文法学者がこれを話題とするに先立って作

家を志す人々の使川し得る叙述手段の一つとなったのであ之文法学方がこ

の話法を取り上げたのはずっと遅く1912年になってからである、この生

Charles　Ballyがその論文中でこれに初めて自由間接話法なる名称を与えた，

　Marcel　CohenはMarguerite　Lipsの、二1’葉として次のように述べていろ，

自由間接話法は将来さらに発展が予期されるし，新しい効果を挙げることも

予想される．この話法の研究は今後の問題であるが，重要なことはこれが書

き言葉の慣川的な一一つの事実となったことであろ、しかもこれぱフランス語

特有のものではなく，既にドイツ語では以前から習慣的に使川さ2していた。

Thibaudetはこれに附け加えて，　フランス語よりも1〔〔観的で，論理的でな

いドイツ語ではフランス語のように論理を超えたところでこの文体を再楚見

する必要はなかったのだと述べている、

　Marcel　Cohenはさらに注目すべき現象として，この話法には半過去ノえび

これと同一の語尾を持つ条件法が極めて多く使川されている事実を指摘し，

半過去を愛用する作家において単純過去の使用率が著しく減ったことを挙げ，

これは話されない形式を書くということの気詰りに対す乙反擾ではないのか

とも述べている。

　この自由間接話法は文章を簡潔にする他，文に変化を与え，文の構造を豊

富にする。そして，作中人物の語る文体である直接話法と作者の語る文体で

ある間接話法との混渚は文の論理的統一を打ち破り，時に時制に奇妙ば’イく統

一一・を示すが，この不一致，不調和が却って美しい効果を文章にljlえることに

なる。なおこの話法は芸術に必須の共感という原理をもっと離れたところに

求め，人物と作者と読9iとを同じ働きのなかに一つに溶け合わせる効果を発

揮するものである。
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